
【様式１】 

平成３０年３月市議会における政策提案とその対策等 
〔議案質疑・一般質問・委員会〕 

担当課 消防調整課 議員名 岩﨑 義弥 議員 

 
〔提案事項〕 

消防団員の報酬および手当について支給額の見直しを行う。 

 
〔現況等〕 

消防団員報酬は、各々の市町村条例で定められ、また、各種災害及び訓練等に出動した際に支給され

る出動報償金は、各市町によって異なっており、その時々の社会情勢を踏まえ、条例に基づき開催され

る「特別職報酬等審議会」の答申結果に基づき決定している。現状は下記のとおり。 

 

・報酬（年額） 

１１，６００円 （県内平均額１８，２００円） 

・出動手当（1 回あたり） 

種別にかかわらず１，０００円 （県内平均額１，４６６円） 

・分団運営交付金（団員一人あたり） 

４，０８１円（県内最高額） （県内平均額１，６８８円） 

 

・上記手当を合計した金額を一人あたりに換算した額 

１５，６８１円 （県内平均額１９，０５９円） 

 
 
〔政策提案を受けての対策〕 

本市消防団の報酬については、運営交付金もあり、消防団に交付する全体の額は、県内の他市と比較

して極端に低い状況ではない。しかし、本年１月１９日付で総務大臣から「消防団員の確保に向けた取

り組み」という文書のなかに、消防団員の出動手当等の改善を図るよう通知がなされており、地域の安

全安心を守る消防団の充実強化を図ることは極めて重要であることから、報酬、手当等については、市

の担当部署と協議して慎重に進めていく。 

市消防団とも協議した結果、まずは災害出動時の「出動手当」の見直しを来年度から実施し、「団員

報酬」については、その後、見直す方向で、市財政当局を含め協議している状況。 

 
〔対応状況・平成３１年３月３１日現在〕 

平成３１年度当初予算で「災害手当については１，０００円から２，０００円」で承認された。 
「団員報酬」については、今後の伊万里市の財政状況等より検討する。 【完了】 

 


